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研究テーマ

　微細藻類の光合成 CO2 固定・炭素代謝の調節機構およ

び環境適応・順化機構の解析

研究概要

　陸水及び海洋の微細藻類を用いて、光合成 CO2 固定に

関連する一連の反応系に関して、生理学、生化学および

分子生物学的手法を用いた総合的な研究を行っている。

１) 微細藻類の光合成系の CO2 順化・適応機構

　微細藻類は、環境中の CO2 濃度に応答して、数時間の

単位で光合成系を変化（順化）させ、その条件下で最大

の活性を維持する能力がある。すなわち、低 CO2 条件で

は、カルボニックアンヒドラーゼ (CAH1) や CO2 濃縮機

構の誘導により僅かな CO2 を効率的に利用する系を構築

し、高 CO2 条件下では豊富な CO2 を有効に利用する系や

過剰量の CO2 に対する防御機構を作り上げ代謝システム

を転換する。現在、それら代謝制御に関する研究と当

研究室で見出した新規タンパク因子（H43）の機能につ

いて分子レベルでの解析を行っている。また、光合成細

胞の CO2 濃度感知機構について研究し、CO2 センサーの

発見をめざしている (文献 1、 2)、Key words は、光合

成、無機炭素分子吸収機構、CO2 濃縮機構、CO2 センサー、

光呼吸、代謝調節機構等。 

２) 海洋単細胞石灰藻（円石藻）の CO2 固定機構

　円石藻（ハプト植物門）は、細胞表面に石灰 (CaCO3)

を主成分とするココリスと呼ばれる構造体を有し、有機

物生産と無機結晶生産の２種類の CO2 固定機構反応を有

する。このユニークな生物を用いて、「細胞内 CO2 分配機

構と炭素代謝制御」や「ココリス形成（バイオミネラリ

ゼーション）の分子機構」について研究している（文献 3、 

5、 6）。Key wordsは、細胞内石灰化、細胞内CO2分配機構、

新規代謝系、ココリス形成機構、石灰化分子機構等。

３）微量元素の生理機能の解析

　微細藻類の増殖に必須な微量元素の生理機能に関する

研究を行い、セレンやヨウ素等機能未知の微量元素の新

たな細胞内生理作用の解明をめざしている（文献　4）。

Key words は、必須微量元素、セレン、ヨウ素、細胞増

殖制御、細胞内蓄積等。
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